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西東京市には、東伏見に所在する、縄文時代中期（今から約 4～5 千年前）の環状集落

「下野谷遺跡」があります。下野谷遺跡は、平成27年 3月に国の史跡として指定されて

おり、現在下野谷遺跡の整備の方針等を定める整備基本計画の策定に向けた検討を行って

います。 

市の貴重な文化遺産として、市民との協働によって遺跡の活用事業を展開し、多くの方々

から愛される史跡を目指しています。 

 

１ 「ＶＲ下野谷縄文ミュージアム」の活用 

「ＶＲ下野谷縄文ミュージアム」は、当時のムラの中にいるようなＶＲ（バーチャル・

リアリティ）映像や、縄文時代のくらしの解説・クイズなどにより、「下野谷遺跡」の価値

と魅力をわかりやすく伝えるデジタルコンテンツです。 

市では、この「ＶＲ下野谷縄文ミュージアム」を活用し、学校教育や地域活性化に向け

た取組みを行っています。 

また、スマートフォン用アプリの無料配信も行っています。 

 

～東京国立博物館特別展「縄文－1万年の美の鼓動」でも紹介されました～ 

東京国立博物館で開催されている特別展「縄文－

1万年の美の鼓動」において、来場者に「VRスコ

ープ」がプレゼントされました（限定2,000 個）。 

お手持ちのスマートフォンで専用サイトにアク

セスし、スコープにセットすることで、VR体験が

できるものです。 

ここで体験できるのが、西東京市が提供した「Ｖ

Ｒ下野谷縄文ミュージアム」の１場面、下野谷遺跡

の当時の様子を再現した映像です。 

特別展終了後の１年間は、専用サイトにアクセス

が可能です。市販のスコープでも、お楽しみいただ

けます。 

西東京市 

下野谷遺跡でまちを元気に！ 

～“地域の宝”を活用した様々な取組～ 
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２ 郷土資料室「下野谷遺跡特別展」 

郷土資料室では、市内の様々な文化財を展示しており、下野谷遺跡から出土した土器や
石器も見ることができます。 
この夏は、下野谷遺跡をいつも以上に深く知ることができる特別展示を行います。 
下野谷遺跡出土の土器や石器には、縄文時代の人々の美的センスや優れた技が満載です。
その見方、楽しみ方を展示で解説しています。 

 
期間 ７月６日（金）～10月 14日（日） 

 

３ 「縄文の森の秋まつり」を開催します 

今年も、下野谷遺跡公園で「縄文の森の秋まつり」を開催します。 

VR（バーチャルリアリティ）で5,000年前のしたのやムラ探検や縄文体験コーナー等

盛りだくさんのプログラムで開催します。遺跡の解説などもあり、子どもから大人まで楽

しめるイベントです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日時 10月７日（日）午前１０時～午後４時 
場所 下野谷遺跡公園 

（西東京市東伏見6-４：西武新宿線東伏見駅南口下車 徒歩７分） 
 ＊雨天の場合は、東伏見小学校体育館（西東京市東伏見６－１－28）にて行います。 

 

【問い合わせ】教育部 社会教育課（TEL：042-438-4079） 
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 ＶＲ下野谷縄文ミュージアム 

・注目の集まる東京国立博物館での特別展と連携することで、市内外を問わず多くの方

に下野谷遺跡のことを知ってもらうとともに、遺跡周辺への新たな人の流れを創出す

ることにつながります。 

 縄文の森の秋まつりの開催 

・地域の住民や商店会、学生などが運営側として参加し、市民の皆さんとともに開催す

るイベントで、今年で12回目となります。地域の宝である「下野谷遺跡」を、市民

の皆さんとともに大切にしていきます。 

 郷土資料室「夏の下野谷縄文フェスタ」 

・今年の夏は東京国立博物館で「縄文－1万年の美の鼓動」展が開催されるなど、縄文

時代に注目が集まっており、郷土資料室では、下野谷遺跡をいつも以上に深く知るこ

とができる特別展示を行っています。 

【縄文土器展示の様子】 【VR体験の様子】 


